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せ
た
堺
市
。
制
度
の
創
設
に
つ
い
て

は
、
か
ね
て
か
ら
農
業
委
員
会
（
久

保
輝
雄
会
長
）
が
市
長
へ
の
施

（
浅
井
）

１
１
１

毎
月
１
回
旧
日
発
行

最
も
登
録
が
進
ん
だ
の
は
、
平
成

記
年
１
月
か
ら
制
度
を
ス
タ
ー
ト
さ

５
月
廻
日
、
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ

大
阪
な
ど
で
構
成
さ
れ
る
、
Ｔ

Ｐ
Ｐ
参
加
反
対
大
阪
連
絡
会
準

備
会
は
、
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
反
対

大
阪
決
起
集
会
」
を
御
堂
会
館

で
開
い
た
。

開
会
あ
い
さ
つ
で
Ｊ
Ａ
大
阪

中
央
会
の
杉
本
鼻
会
長
は
「
Ｔ

Ｐ
Ｐ
は
例
外
な
き
関
税
撤
廃
や
、

大
阪
府
内
で
防
災
農
地
登
録
制
度
へ
の
取
り
組
み
が
進
み
つ
つ
あ
る
。
寝

屋
川
・
貝
塚
・
守
口
・
堺
の
４
市
で
の
今
年
５
月
末
時
点
の
登
録
状
況
は
、

４
９
７
筆
、
記
万
１
５
６
０
平
方
府
と
な
り
、
１
年
前
と
比
べ
ね
筆
、
３
万

２
０
９
２
平
方
府
増
加
し
た
。

計
．
需
贈
緒

聴
講
碓
識

い
ず
れ
も
勇
ま
し
い
◆
こ
れ
を

見
て
、
釦
年
ほ
ど
前
に
注
目
を

浴
び
た
「
農
業
・
先
進
国
型
産

菱
廻
と
い
参
思
い
出
し
た
．

農
業
は
研
究
開
発
、
人
的
資
本

山
県
の
サ
カ
タ
ニ
農
産
の
紹
介

が
あ
る
。
農
場
の
農
地
面
積
は
、

３
３
０
鯵
と
大
規
模
だ
が
、
１

枚
当
た
り
は
０
・
記
診
、

１
３
０
０
枚
の
田
ん
ぽ
に
細
か

く
分
か
れ
る
。
規
模
拡
大
が
常

題
で
は
な
い
◆
勇
ま
し
い
議
論

９
０
０
人
の
反
対
意
志
を
確
認

Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
反
対
決
起
集
会

綱
鑑＃ 防

災
農
地
登
録
進
む

謎
司一０席

昨
年
比
３
万
２
千
平
方
腕
増

一

◎
全
国
農
委
会
長
大
会

３
面

◎
連
戦
企
画
Ｓ
次
産
業
の
た
め
の

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
コ
ラ
ム
５
面

◎
飛
ば
な
い
テ
ン
ト
ウ
ム
シ
？

生
物
農
薬
登
録
へ
７
面

一一℃一宇一一ｍ兎＝

』囲
口;画,り

り‘，

記

ン
・
ス
ペ
ー
ス
で
あ
る
こ
と
を
訴
え

る
と
と
も
に
、
こ
の
制
度
災
害
時
に

は
住
民
の
安
全
の
確
保
や
復
旧
活
動

に
活
用
で
き
る
こ
と
を
強
調
し
て
い

る
。

ま
た
、
府
は
今
年
３
月
に
策
定
し

た
「
お
お
さ
か
農
政
ア
ク
シ
ョ
ン
プ

ラ
ン
」
で
災
害
に
強
い
農
空
間
づ
く

り
の
推
進
を
盛
り
込
ん
だ
。
こ
の
中

で
防
災
協
力
農
地
の
登
録
拡
大
を
掲

げ
て
お
り
、
制
度
に
取
り
組
む
市
町

村
の
増
加
に
力
を
入
れ
て
い
る
。

（
北
川
）

防災農地（寝屋川市）

一
を
確
認
鯛
糾
緬
馴
湖
慌

〆
起
集
会
国
内
農
業
が
壊
滅
的

な
打
撃
を
受
け
る
こ

と
は
明
ら
か
で
あ
る
」
と
述
べ
た
。

当
日
は
農
業
関
係
団
体
、
郵
政
、

府
医
師
会
な
ど
か
ら
約
９
０
０
人
が

事

集
ま
っ
た
。

ま
た
、
前
農
林
水
産
大
臣
の
山
田

正
彦
衆
議
院
議
員
が
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉

に
参
加
す
る
場
合
の
懸
念
」
を
テ
ー

マ
に
講
演
。
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
農
林
水
産

業
だ
け
で
な
く
様
々
な
分
野
に
影
響

を
及
ぼ
す
」
と
訴
え
た
。

集
会
の
最
後
に
、
中
央
会
の
向
井

清
幸
副
会
長
が
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
参
加

阻
止
実
現
に
向
け
た
集
会
決
議
」
を

読
み
上
げ
、
満
場
一
致
で
採
択
さ
れ

た
。

（
治
田
）

弓

策
建
議
で
強
く
要
請
し
て
い
た
。
１

３
４
筆
、
８
万
２
８
９
９
平
方
屑
と

１
年
前
に
比
べ
倍
増
。

市
で
は
「
制
度
の
施
行
時
か
ら
広

報
誌
、
啓
発
チ
ラ
シ
の
ほ
か
、
機
会

が
あ
る
ご
と
に
農
業
者
へ
説
明
を
行

い
協
力
を
呼
び
か
け
て
き
た
が
、
こ

の
１
年
で
か
な
り
浸
透
し
て
き
た
」

と
し
て
い
る
。

大
阪
府
で
は
、
防
災
農
地
の
Ｐ
Ｒ

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
。
農
地
が
農

産
物
の
生
産
の
場
だ
け
で
な
く
、
環

境
・
防
災
面
か
ら
も
重
要
な
オ
ー
プ
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年
金
の

お
受
け
取
り
は

Ｊ
Ａ
で
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５
．
８
農
水
省
は
、
日
本
の

第７１８号

５
．
１
～
５
・
訓

振
興
に
関
す
る
検
討
会
を
開
き
、

堺
市
農
業
委
員
会
（
久
保
輝
雄
会

長
）
は
こ
の
ほ
ど
、
農
業
委
員
会
法

制
定
帥
周
年
を
記
念
し
て
「
帥
年
の

あ
ゆ
み
」
を
発
刊
し
た
。
こ
れ
は
昨

吹
田
市
、
高
槻
市
、
箕
面
市
、
泉

南
市
、
藤
井
寺
市
、
守
口
市
、
枚
方

市
、
寝
屋
川
市
《
堺
市
の
９
市
農
業

委
員
会
で
は
、
平
成
型
年
度
の
事
業

計
画
を
作
成
し
た
。
作
成
さ
れ
た
事

業
計
画
は
地
域
の
実
情
を
反
映
さ
せ

た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

く
く
く
く
〃
、
く
く
く
く
く
く
く
夕
、
く
く
勾
廻
く
く
二
く
く
ぎ
、
く
く
ぐ
雪
く
ぎ
、
ｆ
、
〃
、
刀
④
“
円
く
く
く
く
く
く
ぐ
宮
く
ｊ
、
・
く
く
く
く
ぐ
、
く
型
、
く
イ
ロ
く
く
ぷ
、
く
く
ロ
く
４
名
く
く
く
く
く
く
Ｊ
、
Ｊ
、
み
、
△
屯
盈
司
く
創
角
く
酬
、
Ｊ
、
Ｊ
、
記
、
側
、
ａ
匂
く
く
く
ぐ
．
ぐ
、
ぐ
、
△
屯
夕
、
く
く
く
く
く
く
み
雨
く
Ｊ
、
Ｊ
、
ロ
で
。
屯
型
、
く
く
ｆ
、
ご
ｖ
Ｊ
、
。
屯
・
竜

事
業
計
画
に
地
域
の
実
情
を
反
映

９
市
農
委
が
作
成

即
周
年
記
念
誌
を
発
刊

禰吻且罵費月翁釦卿年鐙念里細；

ｓｏ零の蝿ゅ鍬
五画

Ｚ

か
ら
聞
い
た
意
見
を
ま
と
め
た
。

１
１
０
０
，
０
領
シ
座
ク
小
醇１－一画

Ｉ
‐

７
歳
に
な
る
と
推
計
。
幅
広
い

堺
市
農
委

５
．
理
農
水
省
は
都
市
農
業

５
．
妬
政
府
は
環
太
平
洋
経

記
万
戸
と
な
り
、
加
年
間
に
“
％

こ
れ
ま
で
の
論
点
を
整
理
。
都
市

年
７
月
で
堺
市

一
発
刊
農
委
が
誕
生
し

市
農
委
て
帥
年
を
経
た

た
め
。

「
帥
年
の
経
過
」
と
し
て
本
市
及

び
農
委
を
取
り
巻
く
動
き
と
当
時
の

話
題
を
対
比
さ
せ
た
も
の
や
、
政
令

市
に
到
る
ま
で
の
沿
革
、
歴
代
委
員

農
業
と
教
育
の
連
携
推
進
で
は
、

吹
田
市
農
委
の
学
童
農
園
事
業
を
は

じ
め
、
多
く
の
市
の
事
業
計
画
に
藤

り
込
ま
れ
て
い
る
。

守
口
市
農
委
は
市
民
と
農
業
者
が

交
流
を
図
る
機
会
と
し
て
ウ
ォ
ー
ク

ラ
リ
ー
を
行
い
、
市
内
の
農
業
・
農

Ｉ

堺市埋裟委貝会
1１

ー

堺市農委60年の記録を掲載

Ｊ
Ａ
全
中
を
は
じ
め
一
次
産
業
な

販
売
農
家
数
が
２
０
３
０
年
に
は

し
た
。
経
営
主
の
平
均
年
齢
は
汀

と
の
緊
急
性
が
あ
ら
た
め
て
浮
き

担
い
手
加
算

助
成
単
価
２
０
０
０
円
増

府
水
田
協
総
会

大
阪
府
水
田
農
業
推
進
協
議
会
の

総
会
が
５
月
訓
日
、
Ｊ
Ａ
大
阪
セ
ン

タ
ー
ビ
ル
で
開
か
れ
た
。

総
会
で
は
、
平
成
詔
年
度
事
業
報

告
・
蝿
論
蕉
、
型
装
器
蕊
許
面
・

収
支
予
算
の
２
議
案
が
上
程
さ
れ
、

い
ず
れ
も
原
案
通
り
承
認
さ
れ
た
。

報
告
事
項
で
は
、
記
年
度
の
事
業

実
績
や
農
業
者
戸
別
所
得
補
償
制
度

で
地
域
の
実
態
に
即
し
た
支
援
を
行

Ｌ

名
簿
等
を
掲
載
す
る
こ
と
で
、
こ
れ

ま
で
の
記
録
を
整
理
す
る
機
会
と
な

っ
た
。昭

和
伽
年
代
後
半
に
は
宅
地
並
課

税
反
対
の
決
起
集
会
が
頻
繁
に
行
わ

れ
た
記
録
な
ど
を
記
し
て
い
る
。

発
刊
の
あ
い
さ
つ
で
久
保
会
長
は
、

地
の
現
状
を
Ｐ
Ｒ
す
る
。

寝
屋
川
市
農
委
で
は
、
市
や
教
育

委
員
会
に
要
望
し
て
実
現
し
た
地
元

農
産
物
の
学
校
給
食
へ
の
利
用
が
継

続
・
拡
充
さ
れ
る
よ
う
取
り
組
む
。

堺
市
農
委
で
は
今
年
度
も
「
農
業

委
員
会
活
動
パ
ネ
ル
展
」
を
行
い
、

情
報
提
供
活
動
を
一
層
強
化
す
る
な

ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
市
の
特
色
が
表
れ

て
い
る
。

平
成
型
年
の
農
水
省
の
経
営
局
長

年
齢
層
で
農
業
者
を
確
保
す
る
こ

農
業
や
都
市
農
地
が
果
た
す
べ
き

彫
り
と
な
っ
た
。
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し
た
。
約
７
割
が
交
渉
参
加
に
危

か
つ
た
。

う
「
産
地
資
金
」
の
活
用
計
画
、
農

業
再
生
協
議
会
の
設
立
状
況
な
ど
に

つ
い
て
説
明
が
行
わ
れ
た
。

型
年
度
の
産
地
資
金
の
活
用
計
画

で
は
、
農
業
者
か
ら
の
要
望
を
踏
ま

え
地
産
地
消
の
対
象
作
物
が
拡
大
。

ま
た
、
大
阪
版
認
定
農
業
者
が
対
象

と
な
る
担
い
手
加
算
の
助
成
単
価
が
、

皿
珂
当
た
り
１
万
２
０
０
０
円
と
昨

年
度
よ
り
２
０
０
０
円
増
額
さ
れ
た
。

帥
年
の
歴
史
を
振
り
返
り
つ
つ
、
あ

ら
た
め
て
委
員
が
一
丸
と
な
っ
て
遊

休
農
地
の
解
消
と
農
地
流
動
化
の
推

進
に
取
り
組
み
、
本
市
の
農
業
振
興

に
尽
力
す
る
決
意
を
述
べ
て
い
る
。

（
堺
市
農
業
委
員
会
提
供
）

通
知
「
農
業
委
員
会
の
適
正
な
事
務

実
施
に
つ
い
て
」
に
基
づ
き
全
て
の

農
委
が
、
そ
の
活
動
を
点
検
・
評
価

し
、
次
年
度
の
目
標
と
そ
の
達
成
に

向
け
た
活
動
計
画
を
作
成
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
９
市
農
委
で
は
、
従
前

か
ら
毎
年
独
自
の
事
業
計
画
を
検
討

し
、
総
会
で
決
定
し
て
い
る
。

F､

伽
組
合
な
ど
妬
団
体
が
懸
念
を
示

減
る
と
の
将
来
予
測
を
明
ら
か
に

機
能
は
、
新
鮮
な
農
産
物
供
給
や

加
に
つ
い
て
の
、
妬
の
業
界
団
体

〆
、

ｚ

｜
月
間
農
政
フ
ァ
日
Ⅱ
川
一

険
性
を
認
識
し
て
い
る
こ
と
が
分

ど
町
団
体
が
反
対
、
会
計
士
や
労

改
め
て
示
し
た
。
ま
た
、
「
農
家

済
連
携
協
定
（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）
交
渉
参

重
要
に
な
る
」
と
指
摘
し
た
。

を
支
え
る
仕
組
み
を
作
る
こ
と
が

防
災
空
間
の
確
保
で
あ
る
こ
と
を



な
ど
を
理
由
と
し
た
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉

へ
の
参
加
反
対
を
求
め
る
要
請
決
議
」

な
ど
５
議
案
が
上
程
さ
れ
、
い
ず
れ

も
満
場
一
致
で
採
択
さ
れ
た
。

ま
た
、
大
会
で
は
農
業
委
員
会
活

動
の
実
践
を
踏
ま
え
た
決
意
表
明
が

第７１８号

域
農
業
の
リ
ー
ダ
ー
と
市
町
村
農
政

担
当
の
マ
ン
パ
ワ
ー
が
欠
か
せ
な
い
。

し
か
し
周
知
の
と
お
り
、
近
年
、
市

町
村
の
農
政
推
進
体
制
は
弱
ま
っ
て

い
る
の
が
実
情
だ
。

こ
う
し
た
懸
念
の
一
方
、
関
係
者

業
経
営
の
目
標
を
定
め
て
い
る
。
せ

っ
か
く
の
「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
も

基
本
構
想
を
踏
ま
え
た
話
し
合
い
で

な
い
と
、
プ
ラ
ン
の
実
効
性
が
確
保

さ
れ
な
い
の
で
は
な
い
か
と
危
倶
さ

れ
る
。

ま
た
、
プ
ラ
ン
の
策
定
に
は
、
地

協
力
金
の
支
援
を
受
け
る
た
め
に
は
、

同
プ
ラ
ン
に
位
置
付
け
ら
れ
る
必
要

が
あ
る
。

一
部
の
県
で
は
、
プ
ラ
ン
が
す
で

に
策
定
さ
れ
た
地
域
も
あ
る
。
大
阪

府
内
で
は
ま
だ
準
備
段
階
だ
が
、
新

業
法
人
等
で
の
雇
用
就
農
を
支
援
す

る
「
農
の
雇
用
事
業
」
と
あ
わ
せ
、

息
の
長
い
継
続
的
な
予
算
措
置
が
望

ま
れ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

蝋
聯
鶴
珊

！
‐
ｉ
「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
（
地

評
灘
蝋
厩
紅
部
涯

塞
》
慰
み
つ
つ
あ
る
。

開
圃
嘩
地
域
ご
と
に
今
後
中
心

政
捲
盤
雌
紳
継
州
柵
脈

緬
編
防
毒
賊
州
識
峨
函
淵
北
鞘

年
度
の
目
玉
施
策
で
あ
る

青
年
就
農
給
付
金
や
農
地
利
用
集
積

I，

全
国
農
委
会
長
大
会

持
続
可
能
な
農
業
の
実
現
と

農
村
の
再
生
に
向
け
て

鶏豊政臆評

北
河
内
地
区
農
業
委
員
会
連
合
会

（
会
長
・
築
山
和
一
四
催
畷
市
農
委

会
長
）
は
５
月
娼
日
、
総
会
を
開
き
、

平
成
記
年
度
事
業
報
告
・
収
支
決
算

な
ど
４
議
案
を
承
認
。
事
業
計
画
で

は
、
都
市
農
業
啓
発
事
業
の
実
施
を

膜成24年度全国農業委員会会長
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５
月
瓢
日
、
東
京
都

夫
現
と
Ⅷ
伽
仙
睡
銭
隊
紺

し

委
員
会
会
長
大
会
が
開

か
れ
た
。
大
阪
府
か
ら

長
は
井
川
勝
巳
農
業
会
議
会
長
を

睦
は
じ
め
、
鎚
人
が
参
加
し
た
。

二
議
事
で
は
戸
別
所
得
補
償
制

諏
度
の
見
直
し
、
農
地
の
確
保
対

》
策
の
強
化
な
ど
、
安
心
・
安
定

華
で
一
貫
し
た
農
政
の
確
立
を
求

垂
め
る
「
持
続
可
能
な
力
強
い
農

一
坐
業
の
実
現
と
農
業
の
再
生
に
向

》
け
た
提
案
決
議
」
や
、
十
分
な

却
紳
綱
州
術
材
州
噸
叱
雄
咽
咽
醐

る
。

ま
ず
は
、
農
業
経
営
基
盤
強
化
促

進
法
に
基
づ
く
基
本
構
想
と
の
関
連

だ
。
従
前
か
ら
市
町
村
で
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
地
域
の
実
情
を
踏
ま
え
て
基

本
構
想
を
策
定
し
、
育
成
す
べ
き
農

規
就
農
者
が
い
る
市
町
村
を
中
心
に

プ
ラ
ン
策
定
に
向
け
た
関
係
機
関
・

団
体
に
よ
る
話
し
合
い
が
進
み
つ
つ

あ
る
よ
う
だ
。

新
た
な
政
策
手
法
と
し
て
注
目
を

集
め
て
い
る
「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」

だ
が
、
い
く
つ
か
気
に
な
る
点
も
あ

人
。
農
地
プ
ラ
ン
を
考
え
る

律可

農
業
会
議
農
政
課
主
幹

盛
り
込
ん
だ
。

三
島
地
区
農
委
連
合
会
（
会
長
・

井
川
勝
巳
高
槻
市
農
委
会
長
）
は
５

月
幻
日
に
開
催
。
詔
年
度
事
業
報

告
等
４
議
案
を
承
認
。

泉
南
地
区
農
委
連
合
会
（
会
長
・

向
井
清
隆
田
尻
町
農
委
会
長
）
は
６

月
４
日
に
開
き
、
躯
年
度
事
業
報
告

等
４
議
案
を
承
認
。
事
業
計
画
で
農

そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
の
報
告
と
決
意
表

明
を
し
た
。

大
会
と
併
せ
て
、
大
阪
府
選
出
国

会
議
員
に
対
し
て
、
大
阪
府
か
ら
の

参
加
者
が
要
請
活
動
を
実
施
し
た
。

（
治
田
）

北

行
わ
れ
た
。
秋
田
県
横
手
市
農
委
の

高
瀬
俊
作
会
長
が
男
女
共
同
参
画

に
つ
い
て
。
富
山
県
入
善
町
農
委
の

鍋
嶋
太
郎
会
長
が
担
い
手
対
策
に
つ

い
て
。
東
か
が
わ
市
農
委
の
三
谷
正

一
会
長
が
遊
休
農
地
対
策
に
つ
い
て
、

川
雅
文

Ｉ

平
均
年
齢
墾
・
３
歳
、
計
６
千
人
と

な
っ
て
い
る
。
交
付
金
受
給
者
の
加

年
後
の
定
着
率
は
弱
％
と
非
常
に
高

い
こ
と
は
注
目
に
値
す
る
。

農
水
省
は
、
就
農
後
定
着
す
る
青

年
新
規
就
農
者
制
度
を
、
現
状
の
１

万
人
程
度
か
ら
２
万
人
に
倍
増
さ
せ

る
目
標
を
掲
げ
て
い
る
。

今
回
の
給
付
金
が
ど
の
く
ら
い
政

策
効
果
を
発
揮
す
る
か
は
、
い
ず
れ

に
し
て
も
、
車
の
両
輪
と
な
る
、
農

地
区
連
総
会
各
地
で

か
ら
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い

る
の
が
、
青
年
就
農
給
付
金
だ
。
新

規
就
農
者
に
年
間
１
５
０
万
円
を
最

長
で
７
年
間
給
付
さ
れ
る
。
農
水
省

に
よ
る
と
、
３
月
末
時
点
の
申
請
希

望
者
数
は
、
予
算
措
置
さ
れ
た
８
２

０
０
人
を
大
き
く
上
回
る
１
万
２
０

０
０
人
に
達
し
て
い
る
。

こ
の
給
付
金
の
モ
デ
ル
と
な
っ
た

の
が
、
フ
ラ
ン
ス
の
青
年
就
農
交
付

金
。
昭
和
娼
年
に
創
設
さ
れ
、
咽
～

－国

事
視
察
研
修
の
実
施
等
を
決
め
た
。

豊
能
地
区
農
委
連
合
会
（
会
長
・

吉
田
和
夫
池
田
市
農
委
会
長
）
は
６

月
５
日
に
開
催
。
認
年
度
事
業
報
告

等
４
議
案
を
承
認
。
今
年
度
も
研
修
・

情
報
交
換
会
を
予
定
。
各
地
区
連
の

総
会
に
は
、
鈴
木
農
業
会
議
事
務
局

長
が
出
席
し
た
。

（
田
村
）

如
歳
の
青
年
を
対
象
に
受
給
後
１
年

以
内
の
就
農
や
、
最
低
５
年
間
の
営

農
等
な
ど
を
要
件
と
し
て
交
付
さ
れ

る
。

平
成
型
年
に
は
、
１
農
業
者
当
た

り
平
均
１
８
０
万
円
が
支
払
わ
れ
、
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大
阪
府
農
業
会
議
は
５
月
犯
日
、

市
町
村
農
業
委
員
会
事
務
局
長
会
議

を
大
阪
市
内
・
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
大
阪
信

連
事
務
セ
ン
タ
ー
で
開
い
た
。

会
議
で
は
、
は
じ
め
に
農
業
・
農

業
委
員
会
系
統
組
織
及
び
都
市
農
業

を
め
ぐ
る
情
勢
に
つ
い
て
報
告
。
そ

の
後
、
平
成
型
年
度
事
業
の
３
つ
の

重
点
項
目
に
つ
い
て
報
告
し
た
。

事
業
・
組
織
運
動
関
係
で
は
、
型

年
度
農
業
会
議
の
事
業
計
画
・
予
算

や
、
「
農
地
と
担
い
手
を
守
り
、
活

か
す
第
２
次
『
都
市
農
業
リ
フ
レ
ッ

大
阪
府
農
委
会
職
員
協
議
会
（
会

長
・
三
浦
宏
要
和
泉
市
農
委
会
事
務

局
長
）
は
５
月
塑
日
、
大
阪
市
内
Ｊ

Ａ
信
連
事
務
セ
ン
タ
ー
で
平
成
型
年

度
第
１
回
役
員
会
を
開
い
た
。

役
員
会
で
は
、
平
成
型
年
度
（
第

と
と
も
に
、
平
成
型
年
度
の
農

年
金
の
加
入
推
進
の
取
組
を
強

化
す
る
。

加
入
推
進
活
動
の
重
点
事
項

は
①
農
業
経
営
の
重
要
な
担
い

手
で
あ
る
女
性
農
業
者
へ
の
働

き
か
け
、
②
公
的
年
金
が
国
民

年
金
の
み
で
上
乗
せ
年
金
が
な

い
農
業
者
の
解
消
に
向
け
た
働

き
か
け
、
③
認
定
農
業
者
等
の

政
策
支
援
加
入
の
推
進
の
３
点
。

大
阪
府
で
は
、
釦
歳
未
満
の

基
幹
的
農
業
従
事
者
の
う
ち
女

性
農
業
者
は
訂
％
を
占
め
て
い

る
が
、
被
保
険
者
に
占
め
る
割

合
は
詔
％
と
な
っ
て
い
る
。
女

性
農
業
者
の
老
後
生
活
の
安
定

を
図
る
た
め
に
も
、
女
性
農
業

者
が
集
う
会
合
等
を
活
用
し
た

積
極
的
な
働
き
か
け
が
重
要
で

型
年
度
の
事
業
重
点
を
報
告

農
委
事
務
局
長
会
議
開
く

加
入
対
象
者
に
合
わ
せ
た
説
明
を

農
年
加
入
推
進
取
組
強
化

城
Ⅷ
柵
惚
螺
雌
噸
靴
離
礁
雌
鵜
譜
一
あ
細
浄
、
農
地
を
所
有
し
て
い
な
い

府
農
委
職
協
役
員
会
開
く

３
条
許
可
の
課
題
等
を
協
議

い
る
（
５
月
１
日
時
点
）
。

本
俸
エ
度
の
募
集
は
８
月
釦
日
ま
で
。

え
る
化
」
の
取
り
組
み
な
ど
に
つ
い

て
報
告
し
た
。

担
い
手
・
経
営
関
係
で
は
、
「
人
・

農
地
プ
ラ
ン
（
地
域
農
業
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
）
」
の
作
成
に
向
け
た
農
業

委
員
会
系
統
組
織
の
取
り
組
み
や
、

な
に
わ
農
業
賞
の
実
施
、
型
年
度
農

業
者
年
金
・
加
入
推
進
の
取
り
組
み
、

農
の
雇
用
事
業
の
内
容
に
つ
い
て
報

告
し
た
。

（
浅
井
）

の
助
成
が
受
け
ら
れ
る
こ
と
な
ど
、

加
入
対
象
者
に
合
わ
せ
た
年
金
の
メ

リ
ッ
ト
が
分
か
る
よ
う
説
明
す
る
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
を
踏
ま
え
、
農

業
委
員
会
は
加
入
対
象
者
の
絞
り
込

み
、
農
業
会
議
と
の
対
策
検
討
会
、

泉
南
地
区
職
研

泉
南
地
区
農
業
委
員
会
職
員
研
究

会
が
５
月
認
日
、
泉
南
市
内
で
開
か

れ
た
。

農
萎
譲
の
北
型
涛
が
出
席
し
、

農
地
法
等
に
係
る
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

に
つ
い
て
報
告
。
こ
れ
を
踏
ま
え
、

４
月
か
ら
の
農
地
法
３
条
許
可
権
限

の
農
業
委
員
会
へ
の
移
譲
に
伴
う
対

応
や
、
違
反
転
用
防
止
対
策
に
つ
い

て
情
報
交
換
が
行
わ
れ
た
。

（
北
坦

弱
回
）
総
会
付
議
事

〃
、協

議
噸
薙
つ
い
て
協
議

そ
の
他
協
議
で
は
、
本
年
４
月

か
ら
農
業
委
員
会
に
権
限
移
譲
さ
れ

た
農
地
法
第
３
条
許
可
の
実
務
上
の

課
題
等
に
つ
い
て
意
見
を
交
換
し
た
。

具
体
的
に
は
、
３
条
許
可
に
際
し

て
、
こ
れ
ま
で
大
阪
府
の
行
政
指
導

※保険料の免除を受けている人は除きます

緑

戸
別
訪
問
等
に
取
り
組
み
、
加
入
資

格
が
あ
り
な
が
ら
制
度
の
内
容
を
知

ら
な
い
た
め
加
入
し
て
い
な
い
、
と

い
う
こ
と
の
な
い
よ
う
加
入
推
進
活

動
を
一
層
強
め
て
い
く
。

（
治
田
）

上配の要件を満たす人は雄でも加入できます。
鰻地を持っていない鼠業者や配偶者、後継者などの家族従事者でも
加入できます。

(鰯愚:、
農
業
経
営
は
じ
め
ま
せ
ん
か
？

準
農
家
候
補
者
を
募
集

「
準
農
家
」
候
補
者
の
募
集
が
今

年
も
始
ま
っ
た
。

「
準
農
家
制
度
」
は
、
農
作
物
の

販
売
意
欲
や
一
定
水
準
の
農
業
技
術

が
あ
る
方
を
「
準
農
家
候
補
者
」
と

し
て
登
録
し
、
こ
れ
ま
で
農
業
者
し

か
借
り
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
小

規
模
な
農
地
を
対
象
に
、
希
望
に
沿

っ
た
も
の
が
確
保
で
き
次
第
、
登
録

順
に
紹
介
す
る
も
の
。
説
明
会
が
６

月
型
日
に
行
わ
れ
る
。

昨
年
度
の
登
録
者
は
釘
名
。
そ
の

う
ち
翠
名
が
す
で
に
耕
作
を
始
め
て

恋
報
告
哩
縞
燕
稽

議
開
く
農
委
組
織
改
革
プ
ロ

グ
ラ
ム
」
に
つ
い
て

説
明
し
た
。

農
地
関
係
で
は
、
農
地
法
第
３
条

の
権
限
移
譲
等
農
地
法
関
係
事
務
処

理
要
領
等
の
改
正
や
、
出
作
・
入
作

に
係
る
耕
作
農
地
等
情
報
の
提
供
、

さ
ら
に
は
農
業
委
員
会
活
動
の
「
見

と
し
て
取
り
組
ま
れ
て
き
た
３
年
３

耕
作
の
今
後
の
取
り
扱
い
や
、
出
作

入
作
に
係
る
耕
作
状
況
の
確
認
問
題
、

さ
ら
に
は
、
農
地
の
違
反
転
用
に
関

し
て
の
判
断
基
準
等
の
問
題
に
つ
い

て
議
論
し
た
。

（
浅
井
）
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農
業
者
や
配
偶
者
、
後
継
者
で
も
加

入
で
き
る
こ
と
。
釦
歳
ま
で
の
加
入

期
間
が
短
く
て
も
保
険
料
は
６
万
７

千
円
ま
で
選
択
で
き
、
国
民
年
金
に

一
定
の
金
額
を
上
乗
せ
で
き
る
こ
と
。

如
歳
未
満
の
認
定
農
業
者
は
保
険
料










